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2020年12月4日
ドラプリ実行委員会

吉澤 成一朗

「つながる」
ドライブレコーダー活用の将来展望

~ドライブレコーダーの社会的役割~
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接続機関（コールセンターの紹介）

会社名 ： 株式会社プレミア・エイド

所在地 ： 本社 〒102-0083 東京都千代田区麹町2-4-1
営業所 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2-7-22
富山支店 〒939-0311 富山県射水市黒河846-1
秋田支店 〒010-1633 秋田県秋田市新屋鳥木町1-172

事業内容 ： テレマティクスを活用した緊急通報/コールセンター

自動車運転時、事故・急病等での様々なトラブルや不測の事態が発生した際、接続機関（コールセンター）が
コネクティッド端末（車載器、後付けデバイス等）から得られるGPSで対象者の位置情報を特定し、最寄りの
公的救援機関所轄の緊急指令台に接続、現地急行の要請をいたします。また、重篤な状態の場合は、消防が必
要と判断した場合はドクターヘリの要請などをサポートをいたします。（ACN・AACN）
［ 導入事例 ：自動車メーカー・損害保険会社 等々・・ ］

D-Call Net*は、交通事故発生時などに、衝突方向・衝撃度やシートベルトの着用有無など車両データを活用し、乗
員の重症度を推定します。 更に、重症度データを消防署やドクターヘリ基地病院に提供することにより、ドクターヘ
リやドクターカーの早期出動の判断を行い、交通事故から医師による治療開始までの時間を短縮し、救命率向上を目
指しています。

【D-Call Netとは】

【接続機関運用フロー】
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テレマティクス機能を活用した
接続機関運用フロー（現状と今後）

事故発生

【従来の運用フロー】

【事故受付センター】

携帯電話等で直接救急へ連絡

事故受付センターへ連絡

対象者ご自身で各所へ連絡し
事故状況、場所、対象者情報
等を説明

事故受付センターより
保険会社、レッカー会社に
連絡

事故発生

【テレマティクス活用時の運用フロー】

【緊急通報接続機関】
【事故受付センター】コネクティッドデバイス

により自動発報

事故発生時自動で位置情報、
車両情報、事故情報等を発報
することで、大幅に事故処理
時間を短縮することができる。

救急対応後、同時に事故受付
対応を行う。レッカー手配、
代替交通手段手配等・・・

接続機関より必要情報を公的
救援機関に連携し、迅速に救急
の要請を行うことで大幅に時間
短縮が可能
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交通死亡事故削減への取り組み
D-Call Netと接続機関（コールセンター）

D-Call Net*は、交通事故発生時などに、衝突方向・衝撃度やシートベルトの着用有無など車両データを活用し、乗員の重症度を推定します。
更に、重症度データを消防署やドクターヘリ基地病院に提供することにより、ドクターヘリやドクターカーの早期出動の判断を行い、交通事故
から医師による治療開始までの時間を短縮し、救命率向上を目指しています。

D-Call Netとは・・

(*)Doctor Call Netの略称。救急自動通報システム

https://hemnet.jp/

＊Hemnet資料より引用
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ドライブレコーダー利用状況
通信型／スタンドアローン型 需要比率と将来ニーズ

◆ ドライブレコーダーは走行中の車両の周辺状況や車内の様子を撮影し、映像を自動的に録画する機器であり、通信機能
の有無により通信型とスタンドアローン型の二つに大別される。

〇 通信型製品 ： 現在は商用テレマティクスサービス用の端末として使用され、運行管理者が事故や
危険運転などの状況把握に活用している。
保険会社の付加価値サービスとして一般顧客に展開し、事故発生時に自動で接続機関に接続
されることで迅速な事故対応を可能にしている（今後需要拡大傾向）

〇 スタンドアローン型製品 ： 主に一般車両に搭載される。近年高性能化が進んでおり、カーナビと連動するタイプやスマ
ートフォンとWi-Fi接続が可能なタイプが登場している。

事故時の証拠として映像を警察に提供することで事故処理対応がスムーズに行える。
煽り運転発生時の証拠、及び未然回避として導入する顧客が急増している。

◆ ドライブレコーダーの需要はほぼスタンドアローン型が占めているが、大手保険会社による付帯サービスとしても利用
により、通信型のドライブレコーダーの需要も高まっている。

〇 ドラレコ利用比率（現状） ： 通信型 ： スタンドアローン型 = １ ： ９
〇 保険会社は個社独自の利用方法でドラレコを活用しており、カスタマイズは個社により開発を行っている。
〇 今後は大手保険会社からダイレクト系保険会社、リース・レンタカー会社などからの需要増加が見込める。

◆ 通信型ドライブレコーダーの需要増加に伴い、今後必要とされる機能

〇 事故自動通報（イン・アウト）／ 事故映像情報送信機能
〇 運転見守り管理／ 運転見守りアラート機能（コールセンター連動）
〇 危険運転対応（SOS）／ 公的機関連携機能 安全運転サポート機能
〇 車両盗難追跡 ／ 車両追跡機能 映像送信機能
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コネクティッドカー搭載車両推移（予測）

某リサーチ会社の調べでは、今後15年における総保有台数に対するコネクティッドカーの普及上は下記の通り。
保有台数の半数以上がコネクティッドカーに代わると予測されています。

本データにドライブレコーダーが搭載されると、
「つながる」車両はさらに増加し、ドライブレコー
ダーを利用した様々なサービスを展開することが可
能になります。

株式会社富士経済 「コネクテッドカー・Ｖ２Ｘ・自動運転関連市場の将来展望 ２０２０」より引用
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コネクティッドカーの普及と交通死亡事故削減について

前述で示した予測から、車両総保有台数（自動車＋商用車）における車載器型コネクティッド車両の台数（計）は、10年後の
2030年においてもその普及率は半数以下の約45%と予測しています。

一方で、交通死亡事故削減に向けた取り組みはテレマティクス技術の進化によりさらに加速していると云えます。
今後新車に搭載されるコネクティッドカーにより半数の運転者（同乗者）安心・安全は飛躍的に上がると思いますが、半数の
テレマティクス未搭載車においてはその機能が使用できません。

後付け可能で且つ通信機能を搭載したドライブレコーダーの普及は、既販車両に向けた交通死亡事故削減のために必要不可欠な
可能になると考えます。
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株式会社富士経済 「コネクテッドカー・Ｖ２Ｘ・自動運転関連市場の将来展望 ２０２０」を基に弊社にて作成
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通信型ドライブレコーダーによる接続機関との連携（将来展望）

発報手段（自動／手動）
取得可能情報

事故発生

緊急時必要情報
・車両位置情報
・車両登録情報
・運転者情報
・事故情報
・事故映像

接続機関
（コールセンター）

映像情報
同時送信

事故発生時に通信型ドライブレコーダーを活用
することで、コネクティッドカー同様の事故対
応を可能ができる。また、事故映像をタイム
リーに送信するとより詳細な事故情報が公的救
援機関（消防・救急）に伝達可能となります。

その他、将来的にはAI搭載による事故情報分
析、事故以外では、運転者見守り、車両盗難追
跡、危険運転対応（SOS）なども接続機関との
連携により可能になります。

対象者

レッカー
整備工場

自動車メーカー
保険会社

消防救急
警察
病院

道路公団

*対応画面サンプル
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ドライブレコーダーの将来展望と社会的役割（まとめ）

普及が加速するコネクティッドカー対応が可能になるテレマティクス
サービスで運転者の安心・安全がさらに確立する昨今ですが、一方で未
搭載車両はその機能が利用できないという現状があります。

どのような車両にも搭載可能なドライブレコーダーにより、将来的には
その格差が少しでもなくなるよう、通信型ドライブレコーダー需要増加
は重要なミッションだと考えます。

ドライブレコーダー協議会は今後もその推奨と、運転者ニーズの検証を
行っていきたいと考えます。
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ご清聴ありがとうございました。

ドライブレコーダー協議会
理事 吉澤 成一朗


